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○ 全体概要 

実証対象技術／ 
環境技術開発者 

熱線カットコート剤・ST-IR01／ 
石原産業株式会社 

実証機関 財団法人建材試験センター 
実証試験期間 平成２１年９月１６日～平成２２年２月２６日 

 

1. 実証対象技術の概要 
既設の窓に近赤外線吸収性能を有する材料をフィラーとし、透明な無機系樹脂に分散させた

塗料をスポンジにより塗布する。フィラー固有の性質により、近赤外線域のエネルギーを吸収

または反射することにより、室内への近赤外線の侵入を抑制する。 

2. 実証試験の概要 
2.1 空調負荷低減性能 
窓用コーティング材の熱・光学性能を測定し、その結果から、下記条件における対象建築物

の全ての窓にコーティング材を室内側に塗布した場合の効果（冷房負荷低減効果等）を数値計

算により算出した。 
2.1.1. 数値計算における設定条件 
(1) 対象建築物 

1) 住宅（戸建 RC 造）モデルの 1 階 LD 部（リビングダイニングスペース部） 
〔対象床面積：20.49 m2、窓面積：6.62m2、階高：2.7m、構造：RC 造〕 

2) オフィスモデルの事務室南側部 
〔対象床面積：113.40m2、窓面積：37.44m2、階高：3.6m、構造：RC 造〕 

注）周囲の建築物等の影響による日射の遮蔽は考慮しない。 
  対象建築物の詳細は、詳細版本編 4.2.2(1)①対象建築物（詳細版本編 16 ページ）参照。 

(2) 使用気象データ 
1990 年代標準年気象データ（東京都及び大阪府） 

(3) 空調機器設定 

建築物 
設定温度（℃） 

稼働時間 冷房 COP 暖房 COP
冷房 暖房 

住宅 26.6 21.0 6～9 時・12～14 時・16～22 時 4.67 5.14 
オフィス 26.7 21.9 平日 8～18 時 3.55 3.90 

(4) 電力量料金単価の設定 

地域 建築物 標準契約種別 
電力量料金単価（円／kWh） 
夏季 その他季 

東京 
住宅 従量電灯 B 22.86 

オフィス 業務用電力 13.75 12.65 

大阪 
住宅 従量電灯 A 24.21 

オフィス 高圧電力 AS 12.08 11.06 

2.2 環境負荷・維持管理等性能 
耐候性試験機により 1000 時間の促進耐候性試験を行う。試験終了後、熱・光学性能の測定

を行い、耐候性試験前後における測定値の変化を確認する。 

本実証試験結果報告書の著作権は、環境省に属します。

実証番号051-0915
本技術及びその性能に関して、環境省等による
保証・認証・認可等を謳うものではありません。 

www.env.go.jp/policy/etv
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3. 実証試験結果 
3.1 空調負荷低減性能及び環境負荷・維持管理等性能 
(1) 熱・光学性能及び環境負荷・維持管理等性能試験結果（平均値）*1 

【実証項目】 

 耐候性試験前 耐候性試験後 

遮へい係数 （―） 0.85 0.90 
熱貫流率 （W/m2･K） 5.9 5.9 

〔測定項目〕（参考）（平均値）*1 

 耐候性試験前 耐候性試験後 

可視光線透過率 （％） 81.3 84.9 
日射透過率 （％） 65.5 70.9 
日射反射率 （％） 6.8 6.6 

 
*1：耐候性試験前に、試験体数量 3（n=3）で測定を行った。その結果から、日射透過率が最

大のもの及び最小のものを 2 つ（n=2）選定し、耐候性試験を行った。 
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(2) 分光透過率・分光反射率（波長範囲：300nm～2500nm）の特性 
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図－１  分光透過率測定結果 
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図－２  分光反射率測定結果 

 
※ 耐候性試験前後の番号は、試験体に任意に付した番号である。耐候性試験前の熱・光学性

能の測定は、製品の持つばらつきを考慮し、試験体数量 3（n=3）として測定した。測定し

た試験体のうち、日射透過率が最大のもの及び最小のものを 2 つ（n=2）選定し、耐候性試

験を行った。耐候性試験による性能劣化を把握するために、耐候性試験後に熱・光学性能

の測定を再度実施した。 
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3.1.2. 数値計算により算出する実証項目 
(1) 実証項目の計算結果 

【算出対象区域：LD（住宅）、事務室南側部（オフィス）】 

 
東京都 大阪府 

住宅（戸建 RC 造） オフィス 住宅（戸建 RC 造） オフィス 

冷房負荷 
低減効果*1 

（夏季 
1 ヶ月） 

熱量 

54 kWh/月 22 kWh/月 61 kWh/月 30 kWh/月 

（塗布前 
727 kWh/月） 

（塗布前 
2,196 kWh/月）

（塗布前 
842 kWh/月） 

（塗布前 
2,441 kWh/月）

7.4 ％低減 1.0 ％低減 7.2 ％低減 1.2 ％低減 

電気 
料金 265 円/月 85 円/月 316 円/月 100 円/月 

冷房負荷 
低減効果*1 

（夏季 
6～9 月） 

熱量 

191 kWh/4ヶ月 64 kWh/4ヶ月 208 kWh/4ヶ月 78 kWh/4ヶ月

（塗布前 
2,293 kWh/4ヶ月）

（塗布前 
6,407 kWh/4ヶ月）

（塗布前 
2,558 kWh/4ヶ月） 

（塗布前 
7,029 kWh/4ヶ月）

8.3 ％低減 1.0 ％低減 8.1 ％低減 1.1 ％低減 

電気 
料金 935 円/4 ヶ月 244 円/4 ヶ月 1,080 円/4 ヶ月 261 円/4 ヶ月

室温上昇 
抑制効果*2 

（夏季 
15 時） 

自然 
室温 

*3 

0.9 ℃  0.2 ℃  1.0 ℃  0.2 ℃  

（38.5℃→ 37.6℃） （37.8℃→ 37.6℃） （39.8℃→ 38.8℃） （38.1℃→ 37.9℃）

体感 
温度 

*4 

0.7 ℃  0.1 ℃  1.1 ℃  0.1 ℃  

（38.1℃→ 37.4℃） （30.8℃→ 30.7℃） （39.3℃→ 38.2℃） （31.0℃→ 30.9℃） 

*1：夏季 1 ヶ月（8 月）及び夏季（6～9 月）において室内温度が冷房設定温度を上回ったとき

に冷房が稼働した場合の冷房負荷低減効果 
*2：8 月 1 日における、対象部での室温の抑制効果 
*3：冷房を行わないときの室温 
*4：平均放射温度（MRT）を考慮した温度（室温と MRT の平均） 
注） 数値計算は、モデル的な住宅及びオフィスを想定し、各種前提条件のもと行ったもので

あり、実際の導入環境とは異なる。 
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(2) 参考項目の計算結果 

① 実証項目に対し暖房の影響を考慮した計算結果 
【算出対象区域：LD（住宅）、事務室南側部（オフィス）】 

 
東京都 大阪府 

住宅（戸建 RC 造） オフィス 住宅（戸建 RC 造） オフィス 

暖房負荷 
低減効果*1 

（冬季１ヶ月） 

熱量 

-31 kWh/月 -19 kWh/月 -32 kWh/月 -11 kWh/月 

（塗布前 
62 kWh/月）

（塗布前 
488 kWh/月）

（塗布前 
199 kWh/月） 

（塗布前 
 836 kWh/月）

-50.0 ％低減 -3.9 ％低減 -16.1 ％低減 -1.3 ％低減 

電気 
料金 -139 円/月 -61 円/月 -152 円/月 -33 円/月 

冷暖房負荷 
低減効果*2 
（期間空調） 

熱量 

82 kWh/年 29 kWh/年 77 kWh/年 55 kWh/年 

（塗布前 
2,639 kWh/年）

（塗布前 
8,293 kWh/年）

（塗布前 
3,128 kWh/年） 

（塗布前 
9,651 kWh/年）

3.1 ％低減 0.3 ％低減 2.5 ％低減 0.6 ％低減 

電気 
料金 449 円/年 134 円/年 465 円/年 196 円/年 

*1：冬季 1 ヶ月（2 月）において室内温度が暖房設定温度を下回ったときに暖房が稼働した場

合の暖房負荷低減効果 
*2：夏季（6～9 月）において室内温度が冷房設定温度を上回ったときに冷房が稼働した場合

及び冬季（11～4 月）において室内温度が暖房設定温度を下回ったときに暖房が稼働した

場合の冷暖房負荷低減効果 
注） 数値計算は、モデル的な住宅及びオフィスを想定し、各種前提条件のもと行ったもので

あり、実際の導入環境とは異なる。 
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② 年間を通じ冷暖房の影響を考慮した計算結果 
【算出対象区域：LD（住宅）、事務室南側部（オフィス）】 

 
東京都 大阪府 

住宅（戸建 RC 造） オフィス 住宅（戸建 RC 造） オフィス 

冷房負荷 
低減効果*1 
（年間空調） 

熱量 

342 kWh/年 94 kWh/年 374 kWh/年 122 kWh/年
（塗布前 

2,858 kWh/年）
（塗布前 

7,710 kWh/年）
（塗布前

3,328 kWh/年） 
（塗布前 

8,817 kWh/年）

12.0 ％低減 1.2 ％低減 11.2 ％低減 1.4 ％低減

電気 
料金 1,672 円/年 351 円/年 1,943 円/年 398 円/年 

暖房負荷 
低減効果*2 
（年間空調） 

熱量 

-109 kWh/年 -34 kWh/年 -131 kWh/年 -23 kWh/年
（塗布前 

346 kWh/年）
（塗布前 

1,896 kWh/年）
（塗布前

570 kWh/年） 
（塗布前 

2,623 kWh/年）

-31.5 ％低減 -1.8 ％低減 -23.0 ％低減 -0.9 ％低減

電気 
料金 -487 円/年 -110 円/年 -615 円/年 -65 円/年 

冷暖房負荷 
低減効果*3 
（年間空調） 

熱量 

232 kWh/年 60 kWh/年 244 kWh/年 100 kWh/年
（塗布前 

3,203 kWh/年）
（塗布前 

9,606 kWh/年）
（塗布前

3,898 kWh/年） 
（塗布前 

11,441 kWh/年）

7.2 ％低減 0.6 ％低減 6.3 ％低減 0.9 ％低減

電気 
料金 1,185 円/年 241 円/年 1,328 円/年 333 円/年 

③ 建築物全体または事務室全体において年間を通じ冷暖房の影響を考慮した計算結果 
【算出対象区域：建築物全体（住宅）、基準階事務室全体（オフィス）】 

 
東京都 大阪府 

住宅（戸建 RC 造） オフィス 住宅（戸建 RC 造） オフィス 

冷房負荷 
低減効果*1（年

間空調） 

熱量 

461 kWh/年 399 kWh/年 518 kWh/年 513 kWh/年
（塗布前 

5,834 kWh/年）
（塗布前 

36,682 kWh/年）
（塗布前

6,823 kWh/年） 
（塗布前 

42,106 kWh/年）

7.9 ％低減 1.1 ％低減 7.6 ％低減 1.2 ％低減

電気 
料金 2,255 円/年 1,491 円/年 2,685 円/年 1,682 円/年 

暖房負荷 
低減効果*2 
（年間空調） 

熱量 

-235 kWh/年 -6 kWh/年 -206 kWh/年 50 kWh/年
（塗布前 

3,118 kWh/年）
（塗布前 

14,214 kWh/年）
（塗布前

3,429 kWh/年） 
（塗布前 

14,678 kWh/年）

-7.5 ％低減 0.0 ％低減 -6.0 ％低減 0.3 ％低減

電気 
料金 -1,043 円/年 -21 円/年 -971 円/年 140 円/年 

冷暖房負荷 
低減効果*3 
（年間空調） 

熱量 

226 kWh/年 392 kWh/年 312 kWh/年 562 kWh/年
（塗布前 

8,952 kWh/年）
（塗布前 

50,896 kWh/年）
（塗布前

10,252 kWh/年） 
（塗布前 

56,783 kWh/年）

2.5 ％低減 0.8 ％低減 3.0 ％低減 1.0 ％低減

電気 
料金 1,212 円/年 1,470 円/年 1,714 円/年 1,822 円/年 

 
*1：年間を通じ室内温度が冷房設定温度を上回ったときに冷房が稼働した場合の冷房負荷低減効果 
*2：年間を通じ室内温度が暖房設定温度を下回ったときに暖房が稼働した場合の暖房負荷低減効果 
*3：窓用コーティング材の塗布により低減する年間の冷房負荷量と暖房負荷量の合計 
注） 数値計算は、モデル的な住宅及びオフィスを想定し、各種前提条件のもと行ったものであ

り、実際の導入環境とは異なる。 



窓用コーティング材（H21） 

熱線カットコート剤・ST-IR01 
石原産業株式会社 

7 

(3) (1)実証項目の計算結果及び(2)参考項目の計算結果に関する注意点 

① 数値計算は、モデル的な住宅・オフィスを想定し、各種前提条件のもと行ったもので

あり、実際の導入環境とは異なる。 
② 熱負荷の低減効果を熱量単位（kWh）だけでなく、電気料金の低減効果（円）として

も示すため、定格出力運転時における消費電力 1kW 当たりの冷房・暖房能力（kW）

を表した COP 及び電力量料金単価を設定している。 
③ 数値計算において設定した冷暖房の運転期間は、下記の通りとした。 

 夏季 15 時 ： 8 月 1 日の 15 時  
 夏季 1 ヶ月 ： 8 月 1～31 日 
 夏季 6～9 月 ： 6 月 1 日～9 月 30 日 
 冬季 1 ヶ月 ： 2 月 1 日～28 日 
 期間空調 ： 冷房期間 6～9 月及び暖房期間 11～4 月 
 年間空調 ： 冷暖房期間 1 年*1 

*1： 設定温度よりも室温が高い場合に冷房運転を行い、設定温度よりも室温が低い

場合に暖房運転を行う。 
④ 日射が遮蔽され、室内が暗くなることに伴う、照明による熱負荷の増加は考慮してい

ない。 
⑤ 冷房・暖房負荷低減効果の熱量の欄にある「塗布前 ○○kWh/△△」とは、窓用コ

ーティング材を塗布しない状態において、日射・電気機器等により室内に加えられる

熱負荷の一定期間における総和を示している。 
⑥ 電気料金について、本計算では窓用コーティング材の有無による室内熱負荷の差を検

討の対象としていることから、種々の仮定が必要となる総額を見積もることをせず、

熱負荷の変化に伴う空調電気料金の差額のみを示している。 
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4. 参考情報 

 (1)実証対象技術の概要（参考情報）及び(2)その他メーカーからの情報（参考情報）に示さ

れた情報は、全て環境技術開発者が自らの責任において申請したものであり、環境省及び実

証機関は、内容に関して一切の責任を負いません。 
 
(1) 実証対象技術の概要（参考情報） 

項目 環境技術開発者 記入欄 

環境技術開発者 石原産業株式会社 
技術開発企業名 石原産業株式会社 

実証対象製品・名称 熱線カットコート剤 
実証対象製品・型番 ST-IR01 

連

絡

先 

TEL 03-3230-8623 
FAX 03-3230-8701 

Web アドレス http://www.iskweb.co.jp/ 
E-mail t-nishikawa@iskweb.co.jp 

ヒートアイランド 
対策技術の原理 

既設の窓に近赤外線吸収性能を有する材料をフィラーとし、透明な無機系樹

脂に分散させた塗料をスポンジにより塗布する。フィラー固有の性質により、

近赤外線域のエネルギーを吸収または反射することにより、室内への近赤外

線の侵入を抑制する。 

技術の特徴 

近赤外線吸収性能を有する材料粒子の設計を最適化により、近赤外線の吸

収及び反射性能を高める共に、可視光線領域では透明性を確保し、屋外へ

の視認性を高くしている。また、固着用樹脂には無機系塗料を採用し、耐候性

が高く、塗膜硬度も高いものとなっている。 

設

置

条

件 

対応する 
建築物・窓など 

オフィスビル、店舗、工場・倉庫、医療施設、宿泊施設、公共施設などの窓、

自動車・鉄道などの各種車両の窓 

施工上の留意点

・コーティングの前にガラス面の油分やシリコーン樹脂を除去する。 
・湿度 70%以上の場合は施工をしないか、除湿操作を行い、湿度を低下して

から施工する。 
・溶剤系塗料のため、施工者及び立入り者の保護具着用が必要。また、施工

時の換気も必要。 

その他設置場所

等の制約条件 

金属蒸着タイプの熱線反射ガラス上への塗布は不可。 
・網入りガラス上への塗布やフィルム上への塗布の場合は事前に塗布の可否

を確認し、可能な場合にのみ塗布する。 

メンテナンスの必要性

耐候性・製品寿命など 

・施工し、塗膜硬化後のメンテナンスは一般清掃可能（但し、金属の使用は不

可）。 
・耐候性については 10 年以上 

コスト概算 
設計施工価格（材工共） 14,000 円 1m2 あたり 
〔備考〕 
単価については施工ｍ２数、施工環境によって多少異なります。 

 
(2) その他メーカーからの情報（参考情報） 
 
 

  


